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カラマツ林業研究会情報

本県のカラマツ林業の娠興について.効率的な

研究と協議の推進を図るためのカラマツ林業研究

会(県内の関係7機関で構成)が去る 1月7日林

業指導所講堂で開催(当日の座長.菅原信州大学

農学部教授)されました。

今回の研究会は「カラマツ間伐と材の搬出」を

主題iζ各機関からそれぞれ提案された内容につい

て.活発な討論がなされました。

本情報には菅原教授から「会のまとめj と「基

調報告」を，浅田信州大学名誉教授から「カラマ

ツ間伐における選木法」について，それぞれ御執

筆いただきましたので掲載しました。

内容

。カラマツ林業研究会のまとめ

。カラマツ林の間伐について

。カラマツ間伐における選木法

カラマツ林業研究会のまとめ

今回のカラマツ林業研究会において，カラマツ林の間伐をとりあげたなかで，

イ)カラマツ林間伐の収益性の向上

ロ)カラマツ林の台風害と間伐

のふたつの課題が焦点となった。

まず"カラマツ林間伐の収益性の向上'

については，長野県森連の中島・田中両氏からグ最終需要K見合う採材勺とよって高価販売を指向し If山

元から最終需要者への直送(市売から付売へ)N ICよって経費節減をねらうことが強調され，さらに，中

信地方でのモデノレ試験のデータを示して，山元から長材 (8m材)で集材する方法の有利性が報告され

た。また，飯伊森組の平野氏は台風による風倒木の処理に際しての実例をあげて，需要開拓の努力と最

終需要K応え得る採材の必要性を示された。県林指の柳沢専技もモデル試験のデータから搬出経費低減

の可能性を示された。乙れらの報告のすべてが現場でのデータに基づいているために，充分iζ理解がで

き，討論も具体的に進める乙とができた。

結局 11 高価販売'についても"経費節減'についても 11現場性'すなわち，その時点，その場所ど

とで異るものであるととが確認され，今後，乙のような試験を各地で繰返して行なっていくなかで，北

海道産のカラマツ材やソ連カラマツ材との価格競争に耐えられる信州カラマツ林業の育成を目ざすとと

の必要性が確認された。

乙の道にはきわめて厳しいものがあるが， ζれ乙そ信州カラマツ林業の蘇生iとは欠かせないものであ

ろう。

次のJ カラマツ林の台風害と間伐'については， 林試木曽分場長の下野園氏と長野営林局の林氏によ

って，台風激害地となった岩村田営林署管内のカラマツ風倒木調査結果が示された。

台風害と間伐との直接的な関係についての結論を出せるデータではないにせよ，カラマツ林保育iζ指

針を与えてくれる有用なデータであるので，民有林でのデータともあわせて，なお継続的な解析を行な

うようにされた。

(座長信州大学農学部教授菅原聡)
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カラマツ林の間伐について

(基調報告)

信州大学農学部菅原聡

昨夏の台風害によって，カラマツ林の保育問題

やカラマツ林風害跡地の問題などが大きくとりあ

げられるようになり，再度，カラマツ研究会では

カラマツ林の間伐についてを論題にせざるを得な

くなった。

林学は実学であり，価値判断から離れるととは

できない。林学研究に対しては"人聞にとって

有用な森林を育成し，維持していく技術，などを

見出していく乙とが望まれているのであって，単

なる森林についての'客観的，科学的知識，の蓄

積が求められているわけではない。

現在，森林が人間生活と切っても切れない密接

な関係をもっているととを否定する者は一人も居

ないであろう。しかし現実においては，森林と人

間の生活とが調和のとれた安定した姿になってお

らず，グ木材離れグや M林業離れグがみられるよ

うになり，山村の荒廃化が進行している。そして，

昨夏の台風害は山村の荒廃化を加速させるものと

なった。ようやく収穫期に近づいたカラマツ林が

全滅してしまった現実を前iとして，林業意欲をな

くした乙とを責めるととができるであらうか。

現在，カラマツ林造成が失敗であったという声

も大きい。しかし，どうして失敗だったときめつ

けられるのだろうか。なお，現時点では多くの努

力がされているはずである。そして，そのような

努力のひとつとして，カラマツ林の間伐を遂行し

ていく乙とが必要なのである。

森林は人間社会にとっての重要な社会資本なの

であり，そのようななかでのカラマツ林をどのよ

うに育成していくのであろうか。乙れからのカラ

マツ林育成技術は，自然、の法則性を科学的に解明

しながら，人間の営みにあわせてし、く'人間の知

恵の体系化，にほかならないと考えるのである。

そのような視点でカラマツ林の間伐をみるとき，

'生産・流通・販売，の一体化をめざした'シス

テム間伐技術，の検討が必要になってくる。カラ

マツ林の間伐をシステム的iと図示しておくが，乙

のようにカラマツ林の間伐をめぐる要因はきわめ

て多種多様である。これらの多くの要因を統一し

ていく目標としては，現在の経済性を最高度に発

揮し，かっ長期間にわたる林業経営の総計でも最

大の利益を確保していく乙とがあげられ， ζのよ

うな目標に対しては，

イ)間伐木の選定iとあたっては，初期間伐の経

済性を確保しながら健全な林分を造成していく方

法

ロ)間伐林の搬出にあたっては，労働生産性の

向上と作業の安全性とを目的とした高密路網体系

を前提とする機械を利用しての搬出方法

ハ)間伐材の販売にあたっては，最終需要に対

応できるような販売方法

が採択されなくてはならないであろう。

そのために，本日の研究会においては，

間伐木の選定については，信大の浅田教授から，

間伐材の搬出・流通・販売については，長野県森

連の中島総務部長，飯伊森林組合の平野専務理事，

県林業指導所の柳沢専門技術員からそれぞれ問題

提起をしていた Yき総合討論を進めたいと考えて

いる。

また，カラマツ林の台風害については，林業試

験場木曽分場の下野園分場長，長野営林局の林試

験係長からの問題提起を期待している。

図 1 カラマツ林の間伐

間伐率の決定

間伐回数の決定
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カラマツの間伐における選木法

信州大学名誉教授浅田 節夫

~1 長野県における間伐木の選木の経過

前回のカラマツ研究会(昭 57.1.27)において，

我々は長野県のカラマツ林分(民有林，国有林)

の間伐実施状況について検討を行なった。

そζで検討されたととは，民有林では，①密度

管理図の適用法，②列状間伐の現況，国有林では

Sr法(相対幹距比)による間伐方法の現状であっ

た。

上記のように，民有林.国有林で実施されてい

る間伐方法はいづれも別表にみられる間伐の発展

段階にそれぞれ位置づけられる。

乙乙で密度管理図を応用する方法は，単純同齢

林分にのみ適用でき，との方法により間伐の収獲

予想ができ.その間伐後の密度が容易iζ判るので

ある。

一方Sr法は長野営林局において，従来の密度管

理図による方法を一層現地K適応させるため，地

位の概念をとり入れて，調整したものである。

列状間伐法は，島崎(信大)が民有林のカラマ

ツ林分K試みた定量間伐の一つで、あり.最も経済

的要素を導入したもので，現在の林業事情の許で

は，充分評価される 0

~2 現在行われている間伐における還木法

上述のように密度理論の諸法則から，密度管理

図を調製し，林業技術に適用した間伐方式は.現

在定量間伐方式のうちでは最も重要視されてい

る。

との密度管理図が調整された1966年(昭和41年)

頃を境として.それ以前と以後とでは. 日本の林

業をとりまく諸状勢は著しい変貌をしめしたので

ある。すなわち，昭和42年以降は外材の大巾の輸

入増，内地材の木材価格の暴落，山村から都市へ

の人口流出等のため，林業を支える山村の生活は

いまや崩壊に頻しているといえそうである。

かかる事態の許で，カラマツの施業は，どのよう

に考えるべきかを，あらためて検討すべき段階に

いたっている。

武井は前回の報告で，カラマツ人工造林地帯を

3つの類型lζ区分し，さらに二段林施業地帯を加

え4つの地帯の施業方法を述べている。

私は武井のこの類型区分K賛成である。しかし，

上述のような.林業状勢の厳しい段階では，私は

武井の 4地帯について.それぞ‘れつぎのような積

極的な対策を附加したいのである。

I型林道周辺林地帯

武井iζよると「乙の地帯は林道に近いだけでは

なく.標高も比較的低く，傾斜もゆるやかで.生

育環境にも恵まれた好条件下にあり，乙乙では，

カラマツの大径材生産が可能である。」といって

いる。

したがって，乙の地帯のカラマツ林分は後述す

るような広葉樹を樹下植栽し，複層林型による複

合的経営を行なうことが可能である。そ乙で.前

生林分lとは積極的に有用広葉樹として，キハダ，

カンパ.クリ，ナラおよびクヌギ等を導入し，多

目的効用を期待する林分とする。

また.乙の場合カラマツは間伐時期lζあまりと

らわれず.利用中心lと考え.山村住民は一致協力

して，販路を開拓し，確実な需要を求めて林業経

営を行なう必要がある。勿論，乙の場合カラマツ

材は大径材生産を目標としている。

E型 中距離幼壮齢林地帯

武井lζよると ζの地帯のうち「比較的林道に近

い林分や生産力の高い所では，間伐材の搬出が可

能なので.中径材のうちでも，比較的大きめの材

の生産が考えられる地帯であり.したがってとの

地帯はRy(収量比)=0.6を保つように管理するJ

といっている。

しかし，乙の地帯は，経費の投入の割IL，収益

が期待出来ないように思われ.乙の点留意が肝要

である。

皿型 奥地低生産力地滑

武井によると「乙の地帯は標高が高く，急傾斜

地であり，生産力は低く.間伐材の搬出は困難で

あるので，本数調節は出来るだけ，幼齢時lζ，形

質の悪いものを対象として行ない， RyO.7-0.8 

を保つよう管理する必要がある。」といっている。

したがって本地帯は，広葉樹を導入し，水源極

養林等保安林機能を充実する施業を行なう乙とと

し，それらの保育経費は将来受益者から導入を期

待したいものである。
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W型ニ段林施業

本地帯は武井lζよれば「前述の I型lと準ずる施

業を行う乙ととする」といっている。そして， 1 

型が広葉樹を主とし.一方，二段林では針葉樹(ヒ

ノキ等)を主としており，これらの二段林施業地

帯は最も，生産力および経済効果の両面で期待さ

れるのである 0

~3 カラマツ林分の間伐の問題点

長野県におけるカラマツの林業技術は既に定着

しており.したがって，間伐技術についても.国

有林.民有林ともに，それぞれその成果があげら

れている。

しかし.今日の日本林業の危機の許では，画一

的な従来の林業技術に頼っては，山村の活性化，

林業者の山に対する愛着をとどめることは出来な

くなっている。したがって，各地域では山村が一

帯となって共同作業により，造林から伐採，販売

まで一貫作業を行ない.利益を生む必要がある。

乙の観点から，現代的な間伐技術を創造する必要

があろう。

私はカラマツ林の経営とそれに伴う間伐をつぎ

のよう K考える。

(1 )多くのカラマツ林分は，それぞれその立地

条件iとよりちがし、があり ， 1型の地域では，長伐

期 (60年生位)が望ましく，乙の場合，材質 (60

年生)が著しく良好となる乙とはソ連，中部ヨー

ロッパの学者も認めている。〔カラマツ造林学

( 1980)) 

(jl) 間伐は立地条件と経営方式とにより，その

開始期. くりかえし年数および終了期は画一的で

なく.また需要状況により.それらは自ら変って

くる。

(111) 力行為分lζ混交される樹齢.針葉樹

では， ヒノキ.ウラジロモミ， ドイツトウヒであ

り，広葉樹では.カンパ， クヌギ.コナラ，キハ

夕、，ブナ等が考えられる。

※カラマツは先枯病に抵抗性が低い。したが

って.カラマツ ×グイマツのFlが有望であ

り.雑種強勢のため，生長良好かっ先枯病

に対する抵抗性が高いので，将来充分考慮

されよう。(信大実験圃場)
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